
　本報告書では、東京エレクトロングループの社会的責任についての考えと、
私たちを取り巻く地球環境や社会に対しての取り組みを報告しています。

●  トップコミットメントでは、代表取締役会長および代表取締役社長が
グローバルな視点から環境や社会問題における当社グループの果たすべ
き役割や使命について、その考えや方向性について語っています。（P.4-5）

●  特集ページでは、当社グループの事業と社会的課題に対する取り組みの全
体像をわかりやすく紹介しています。また低炭素社会の実現に向けて、今
後の展望を示しました。（P.6-9）

●  第三者からのご意見として、環境経済研究所の所長である松田布佐子氏を
山梨事業所にお招きし、当社グループの取り組みをご覧いただいた上で、
ご意見をいただきました。（P.31）

　本報告書の作成にあたっては、環境省の「環境報告ガイドライン（2007年
版）」およびGRI（Global Reporting Initiative）の「サステナビリティ・レポー
ティング・ガイドライン2006」を参照しました。
　本報告書を通して、当社グループとかかわるすべての方々とのコミュニケー
ションをさらに充実させ、今後の活動に生かしていきたいと考えています。
皆様からの忌憚のないご意見、ご感想を差し込みのアンケート用紙にて是非
お寄せいただければ幸いです。

 2008年度の環境会計の結果は当社ホームページに掲載されます。
 http://www.tel.co.jp/environment/index.htm

対象組織：東京エレクトロングループ

国内主要拠点

● 東京エレクトロン（株）
● 東京エレクトロンAT（株）
● 東京エレクトロン東北（株）
● 東京エレクトロンTS（株）
● 東京エレクトロン九州（株）
● 東京エレクトロン技術研究所（株）
●  東京エレクトロンソフトウェア・テクノロジーズ（株）
● 東京エレクトロンFE（株）
● 東京エレクトロンPS（株）
● 東京エレクトロンBP（株）
● 東京エレクトロンエージェンシー（株）
● 東京エレクトロンPV（株）
● 東京エレクトロンデバイス（株）

米国主要拠点

● Tokyo Electron U.S. Holdings, Inc.
● Tokyo Electron America, Inc.
●  TEL Technology Center, America, LLC
● TEL Venture Capital, Inc.
● Timbre Technologies, Inc.
● TEL Epion Inc.

欧州主要拠点

● Tokyo Electron Europe Ltd.
● Tokyo Electron Israel Ltd.

アジア主要拠点

● Tokyo Electron Korea Ltd.
● Tokyo Electron Korea Solution Ltd.
● Tokyo Electron Taiwan Ltd.
● Tokyo Electron (Shanghai) Ltd.
●  Tokyo Electron (Shanghai) Logistic Center Ltd.
● Tokyo Electron India Private Ltd.

対象期間：2008年4月1日～2009年3月31日

対象分野：環境、社会、経済的側面
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